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本
て
ぷ
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日
木
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於

る
J

山

総

は
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に

未

熟

、

社

協
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協
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集
は
印
刷
胤
、
き
た
る
告
の

h
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る
M
W
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思

想
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諮
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L
と

以

今

蕊
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抑
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事

れ
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‘

年
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事
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入
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山
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崎

博
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新
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閥
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L
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立
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柁

に
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々
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語

教
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ふ
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た

れ
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越

そ
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民

於
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な
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看
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ふ
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へ
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な
よ
り
と
し
、
泣
く
絵
感
新
報
本
年
一
一
白
川
悦
仁
共
事
を
論
性
ら
れ
北
t
リ。

今

簡

を

~I 

ん
に

円
物
償
b

な
る
認
は
我
邦
終
憐
感
者
の

一
般
に
用
ゆ
る
所
に
し
て
、
ま
な
安
際
上
に
慣
用
せ
ら
る

此
頃
徽
友
山
崎
時
士
は
我
邦
多
数
の
母
者
監
此
認
を
用
ゆ
る
の
滋
を
誤
る
唱
の

る
唱
の
品
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O
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一u

物
償
な
る
諮
の
用
料
併
に
歪
ム
ツ
て
は
営
背
し
難
を
一
号
の
多
し
と
す
i
a
t
-
-
:
:
:
「
物
僚
と
は
貨
幣

を
以
て
表
示
せ
ら
る

h

償
格
に
し
て
米
一
一
升
の
物
僚
は
金
二
十
銭
な
ム
ツ
L
E
C
J
五
ふ
の
知
多

を
4f-
占
一
め
減
、
杯
、
物
一
償
L
Z
ζ

市
一
僚
と
を
同
一
の
義
に
解
す
る
が
も
の
あ
t

り
乙
れ
果
し
て
物
一
債
な

る
諾
左
越
蛍
に
使
用
せ
る
沙
も
の
な
る
-
や
否
や
物
債
な
る
誌
の
従
来
の
意
義
は
果
し
て
斯

の
如
き
が
も
の
な
る
や
谷
や
疑
な
き
を
得
、
本
J

。

る
t

、
使
格
」
と
云
ふ
は

mω
ふ
に
組
側
港
総
務
患
者
の
所
謂
の
九
仏

y
o
v

右
に
掲
十
る
'
如
〈
「
貨
幣
を
以
て
表
示
せ
ら

に
品
問
る
が
も
の
な
る
べ
し

果
し
て
此
総
定
に
し
て
訟
な
く
ん
ば
寧
ろ
貨
幣
債
格
と
識
す
る
を
以
て
袋
蛍
な
よ
り
と
す

:
:
:
:
読
ん
で
字
の
如
く
に
解
す
る
と
を
は
貨
物
の
償
格
な
る
が
故
仁
穀
物
の
物
債
と
云

ふ
は
穀
物
の
貨
物
の
償
格
と
一
五
ふ

C

ト
な
ら
お
ノ
福
岡
問
。
鋭
方
を
代
へ
て
穀
物
U
J

-

夕

、

京

貨

物

の

償

与

と

5
め

ば

n
j
)
単
に
愛
媛

に
陥
る
の
?
が
な
ち
ゃ
ノ
業
意
義
の
捕
捉
に
苦
し
ま
工
る
を
得

g
tる

hfり
Oi--j:

バ

物
倒
は
複
数
の
坊
令
に
の
み
期
ゐ
ら
る
h
B

誌
の
一

例
な
F

う
と
す
例
ヘ
ば
物
償
騰
貴
と
岡
市

ふ
る
以
遁
俗
よ
所
前
諸
色
高
直
と
略
ほ
英
意
義
を
阿
ふ
し
数
多
の
財
貨
の
債
格
上
』
り
セ

る
と
を
に
用
ゐ
ち
る
弘
、
遣
の
に
し
て
米
慢
の
み
上
騰
す
る
刃
刃
物
使
騰
貴
す
と
云
は
診
る

ス
」
に
談
皆
ず

な、よツ
j
i
-
-
:
:
:
物
債
な
る
揺
は
「
ケ

ル
ド
。
フ
ラ
イ

ス
」
'
の
懇
話
ー
し
し
て
は
会
く
越
蛍
せ
歩
叉
市

ぷ

俊
之
同

一
城
ず
ぺ
を
仁
非
ホ
ノ
従
来
の
意
義
を
以
て
す
れ
ば
恰
悲
寸
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プ
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の
と
す
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以
下
略
)

予
苦
闘
民
総
締
原
論
に
於
て

の
の
日
仏
勺
円
去
を
物
償
(
ね
だ
ん
)
と
鐸
出
し
、
加
ふ
る
に
物
償
(
市
償
)
と

4も

℃
官

'zz'・1
'

4t;ちも一
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ヘ
重
ね
食
れ
ば
(
但
し
此
雨
者
は
'
剣
然
毘
別
す
可
を
対
も
の
な
る
乙
と
は
ニ
凶
八
頁
及
一
一
五
一

人
に
し
て
訣
れ
る
が
℃
搭
し
き
が
も
の

頁
に
特
守
口
し
置
き
し
も
)
山
崎
博
士
の
所
爾
吋
本
邦
多
数
」
の
…

な

予
は
山
崎
設
に
従
n
M

口
吻
償
』
は
桜
数
に
の
み
使
用
し
問
中
駄
に
別
ゐ
な
る
乙
と

h
ず
る
ぞ

な

b
と
し
、
今
日
以
後
賛
行
ず
る
必
得
な
る
が
、
博
士
が
従
来
の
怠
謙
一
五
々
と
乱
は
れ
党
る
に

使図

み
〆
て
、
少
し
く
湖
1

り
て
物
債
な
る
認
が
従
来
如
何
に
周
ら
れ
な
る
か
を
調
べ
試
み
ん
と
欲
ず

る

唱
の
な
よ
ツ
。

先
現
今
統
布
の
俳
書
類
を
見
る
に
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鮮
林
の
は
山
崎
防
士
の
所
鵡
「
本
邦
多
数
の
綬
線
開
患
者
L

の
用
徐

2
・
丸
信
〈
同

b
く
、
物

五
O
凡

等
と
あ
よ
ツ
@

債
と
市
償
を
阿
腕
ず
る
w
d

ヘ
異
な
ら
み
少
。

乙
れ
は
著
者
が
西
洋
事
問
を
し
花
る
人
、
だ
け
あ

b

て
、
経
情
感
の
虫
闘
を
参
考
せ
ら
れ
化
る
替
の
な
る
可
け
れ
ば
、
姑
〈
別
論
と
し
て
、
大
概
持
活
、
物
集

氏
号
、
港
人
口
氏
宅
h
u

物
償
h

をロ
u

諸
色
』
と
同
様
に
複
数
に
解
し
北
る
模
様
見
え
ホ
/
。
殊
仁
物
の
直
段
、

d
q
g
H
g
y
b
と
一
五
ふ
意
に
解
す
る
が
如
く
な
れ
ば
、
何
れ
に
考
へ
て
竜
山
崎
君
説
に
援
助
を
胤
ハ

ふ
る
が
も
の
な
ら
安
。

3
て
本
邦
多
数
の
感
者
が
物
債
な
る
語
を

の
(1) 
←--
0.. 
トロ

トt
o 
U】

の
意
に
用
ゆ
る
以
何
れ
の
頃
よ
t

り
始

よ
り
し
や
と
一
五
ふ
乙
と
一
考
b
L

裏
ず
可
し
。

本
邦
に
て
西
洋
式
総
憐
書
の
段
取
"
も
古
を
は
何
番
な

f

り
や
予
は
深
く
は
知
ら
も
d

れ
ど

e-慶
応
一
一
一
年
刊
行
の
紳
岡
孝
卒
氏
の
吋
経
憐
小
感
。

n

ぺ
舎
は
必
京
共

一
な
ち
ん
と
芯
へ

P90

似
て
共
書
を
続
く
に
左
の
読
を
載
せ
た
よ
り
ou
但
し
此
舎
は
郁
識
な
，
・
9

自
序
に
臼
〈
吋
此
書
原
本
は
英
閣
議
毘
士
兵
の
著
は
ず
所
に
し
て
:
-
j
i
-
-
-
和
蘭
文
士
茶
凡
て
以
て

4品。上
咽位。容

一
初
皐
に
袋
あ
よ
リ
と
し
蘭
交
を
以
て
之
を
諜
す
是
れ
印
も
我
宣
明
時
の
原
本
な

t
o
h
l
l

ご
十
一
一
葉

表

世

人
作
る

所
。〉
物
口

を
~ 
九

易
せ

ん去
と監
す、長

る信
に智

歯;営‘
て E

此監
物 F
何即

量
を

以
て

彼
物
何
量
不:

易
ふ

ρ'" 

き
と
い
ふ
之
と
を
粉
、
本
J

之
を
諸
物
口
聞
の
位
を
論
ホ
J

と
一
五
ふ
薬
品
協
先
づ
此
物
の
最
を
定
め
而

し
て
後
に
之
に
易
ふ
べ
き
彼
物
の
量
を
定
ひ
然
る
時
は
彼
物
の
最
を
名
け
て

r
wが
即
位
と

S-

1
1
1
 

6
4
2

言
、

ド
?
、
j
i
-
-
e
f
J
p
b

ι
e
i
 

T
A

ふ
仮
令
は
沓
一

後
を
以
て
州
知
劾
四
箇
に
交
易
す
る
時
は
麹
組
問
筒
は
議
一
隻
の
位
な
t
り』

同

容

三
十
二
葉

裏

可
物
使
低
日
刈

(
前
略
)

前
に
一
五
此
物
の
量
を
定
め
一
印
し
て
後
之
に
日
勿
ふ

ヘ
を
彼
物
の
量
を
定
む
れ
は
彼

物
の
量
は
印
ち
此
物
の
位
な
ム
ツ
と
是
れ
物
を
以
て
物
に
易
ふ
る
に
就
て
一
五
ふ
な
p

り
若
し

今
一
一
物
じ
易
ふ
る
に
貨
幣
を
以
て
ず
れ
は
某
貨
敵
m
を
名
け
て
で
物
の
僻
と
云
ふ
な
t

り
是

故
に
物
の
償
問
刊
か
れ
は
貨
幣
の
位
其
物
仁
て
計
れ
は
降
よ
リ
、
物
の
償
低
け
れ
は
貨
幣
の
位

故共
に物
物o ~こ
僚。て

に言I~

低れ
昂~ま
あ訪
れる

はほ
具。一
物G;志
の。の

具理
野な

具 h
iltj 
を
信 j

ナ:
る;
乙:

と
を
.得

し
ι= 
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(
O
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余
が
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け
大
1
9
)

右
に
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見
れ
ば
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岡
氏
は
凶
桃
川
も
な
く
物
僚
を
車
数
の

の
意
に
解
し
大
る
も
の
じ

五
O
九
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~ 
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し
て
、
山
崎
君
の
所
調
一
u

多
数
い
中
の

Emm混
と
一
辺
は
も
d

る
を
得
、
。
る
可
し
。

治
詣
深
き
は
人
の
普
く
知
る
如
く
な
れ
ば
、
決
し
て
.
我
々
が
思
ぴ
付
金
次
第
懇
話
を
下
す
が
如

殊
に
山
崎
君

ωぺ
米
の
貨
物
の
債
絡
し
と
字

五
ベ
O

紳
国
阻
ん
は
和
淡
の
壌
に

を
と
同
一

の
談
に
あ
ら
か
」
る
や
多
言
を
一
袋
、
ず
ま
い
v
o

商
よ
I

り
下
京
れ
花
ゐ
非
.
難
は
紳
田
氏
の
「
ヲ

i
y
リ
テ

l
L
を
以
て
針
抗
ず
る
を
得
可
を
か
O
(

此
事

'
は
後
に
再
論
す
。
)

右
丈
け
の
彪
に
て
見
れ
ば
『
本
邦
多
数
』
の
皐
者
が
物
債
を
単
数
に
使
用
す
る
は
必
ム
ゲ
'
し
"
も
吋

慨

に

誤

謬
lf-
断

b
去
る
を
得
、
ポ
ノ
し
て
山
崎
設
は
将
来
に
向
て
は
有
力
な
れ
ど
号
、
過
去
に
付
て

は
必
・
下
し

g
然
ち
か
}
る
が
如
し
。

乙
と
山
崎
君
の
云
ふ
が
如
し
。

然
る
に
物
債
な
る
諮
は
紳
岡
山
内
に
創
れ
る
に
み
ら
歩
叉
大
西
洋
諸
の
織
諮
に
が
も
ゐ
ら
含
る

故

じ

湖
λ

り
て
維
新
前
の
尚
子
者
が
如
何
な
る
意
味
に
て
此
認
を

、

，温・・曹、
aJ
，i
j
?ピ

ペげきタ
λ
J
汁

h
.
u

F

F

1

 
.

守

色

用
ゐ
大
る
わ
を
一
お
し
見
る
可
し
。

先
づ
僻
舎
の
類
を
尋
ぬ
る
に
W
A
W
件
、
管
制
例
的
地
、
脚
色
一
日
ダ
ザ
の
類
に
は
物
併
の
字
な
し
(
開
法
話
の

用
ゆ
る
替
の
砂
わ
ら
安
あ

b
。

崎
将
渇

子誠
j さえt

詩;に

3 机

3 港
還の

ま;本
3を
3話L
司 1lh

る
に

事
は
別
論
に
於
て
考
ふ
)o
然
ら
ば
綴
日
開
上
の
事
柄
を
論

b
t
る
‘
雑
舎
は
如
何
と
一
五
ふ
に
此
穏
を

。一
0

0

0

貨
幣
秘
銭
(
著
者
を
知
ら
ヂ
)

、、、
!、色、←

吋
金
銀
は
諸
物
を
混
戦
す
る
の
M
A
ハな
t
り
、
故
に
諸
物
に
金
銀
の
数
位
相
謝
し
て
共
卒
を
得

る
を
宝
級
と
す
九
位
古
金
銀
乏
し
か
1

り
し
世
に
は
、
英
資
く
し
て
'
諸
物
践
し
を
事
を
知
る

。。

可
し
官
時
物
償
の
際
費
を
以
て
濁
ん
/
其
罪
を
金
銀
の
日
即
位
継
震
に
蹄
し
て
多
少
の
論

に
捗
ら
念
る
は
、
い
ま
だ
ま
(
安
を
・
議

3

r
る
の
論
な
F
q
、
諸
物
の
焚
く
な
れ
る
は
金
銭
の

多
ぎ
に
よ
れ
λ
ッ、・
ji---te--
諸
物
の
賎
債
な
よ
り
し
は
:
・
j
i
-
-
:
今
の
金
銭
多
く
し
て
諸
物
の

貴
僚
な
る
は
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
(
以
下
略
)
』
(
協
知
議
室
開
第
五
編
ニ
十
九
頁
)

。。。
総

憐

鍬

(
経
憐
雑
誌
紙
本
に
よ

b
て
頁
を
掲
?
)

太

食0*
貨。純
ぷ安tの
局~'J ，-

q:t 

百
六
十
六
一
氏
じ

町
出
品
廟
の
世
一
万
総
年
中
ま
で
は
米
佼
獄
践
く
て
、
京
都
の
米
促
金
一
一
闘
に
石
ニ
一
一
…

A

斗
、
憲
崩

。。

容
隣
を
好
み
花
、
ま
ぴ
し
品
川
…
仁
、
物
一
位
紛
々
貨
く
な
よ
り
て
士

λ
悶
め

b
h

百

九

十

三

頁

7 

吋
圧
徳
一
二
年
女
蹴
亮

b
犬
、
ま
ふ
崎
、
大
臣
を
召
し
て
金
幣
&
慶
長
の
故
に
復
す
べ
九
百
乙
と

物

侵

名

義

雑

考

五
}
吋
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t 

，-、一

。

‘九

物
側
同
名
義
雑
考

五
ご
日

を
厳
命
し
げ
一
吋
コ
イ
パ
ッ
民
間
仁
一
関
与
乾
金
の
底
を
減

b

て
が
伊
三

?
Z

級

憐

問

答

秘

鋭

容

ニ

庄
司
考
一
般

十
九
丁

諸
問
買
は
俄
構
の
物
を
以
て
人
を
読
を
主

ιし
物
位
以
口
わ
ら
出
次
第
に
資
'
・
9
・
・

J

・
:
・
:
・
民
俗
利
欲
を
一
に
す
れ
ば
信
義
を
失
ぴ

W
V
商

品

と

な

ふ

は

古

求

皆

終

b
h
-

草

川

鎖

有

は

良

一

詰

撲

に

し

て

物

飾

品

昔

践

し

英

一

後

一

蹴

々

風

俗

蕊

j

i

L

E

大
に
荷
な
る
に
反
ん
で
一
五
々
』

り

0

0

0

総
純
一
史
鍬

物

佐

藤

信

制

容
レ
七

四
十
二
丁

完

つ

財

却

の

融

通

dAべ
し
自
閥
他
闘
の
貨
物
を
多
〈
淡
曾
し
、
舟
-
卒
の
迩
誌
を
鋭
利

に
し
て
、
遍
く
諸
凶
の
物
償
を
校
t

り
務
わ
に
其
斡
霊
を
考
ヘ
、
多
を
践
の
ロ
聞
を
少
を
肱
に

F

、ie
e
J

的
側

P
9
有
ふ
所
の
物
を
ば
ん
微
を
鹿
に
移
し
一
五
々
』

o

o

e

 

建

議

(

図

書

刊

行

合

本

白

石

全

集

に

よ

b
て
頁
を
指
令
)

い

。、

新
井
白
石
，

金
集
巻
山
ハ

百
九
十
一
一
一
頁

。。

吋
下
に
し
て
は
人
民
の
怨
み
候
て
物
償
対
も
よ
う
や
く
増
し
、
上
に
し
て
は
天
地
の
必
唱
怒

t
り
候
て
云
々
』

二
百
四
十
六
頁

刊
金
銀
の
叫
情
勢
れ
井
w
w
M湖
南
く
な

b
候

事

一
万
総
年
中
金
銀
の
絵
を
改
め
ら
れ
候
事
其
口
聞
を
下

3
れ
係
上
は
可
然
事
あ
る
ま

b
を

0

0

0

0

 

は
論
ヂ
る
に
及
ぼ
ホ
ノ
候
j
i
-
-
・
:
況
ん
や
叉
荷
物
の
償
は
金
と
銀
と
を
以
て
易
保
所
に

0

0

0

0

 

つ
合
て
相
定
ゐ
事
に
候
上
は
金
銭
の
口
問
相
弘
、
だ
れ
候
に
就
て
は
荷
物
仰
り
償
省
一
や
わ
な

が
ら
も
d

る
事
乙
れ
叉
ゐ
や
し
り
に
柁
ら
ホ
，
r

候
ζ

、
も
を
以
て
金
銭
の
口
聞
に
か
の
づ

0

0

0

0

 

か
ち
英
高
下
あ

b
て
宙
開
物
の
償
乙
れ
に
よ
F

り
て
高
下
す
る
事
の
由
を
と

h

仁
し
る
し

る
，ミ

候

傾。
原。

一

一

一

端

格

闘

伽

欄

側

噌

峨

糊

糊

桝

潟

水

仁

拡

。。

い

此

放

に

金

銀

多

け

れ

ば

物

償

貸

し

金

銀

少

け

れ

ば

物

償

賎

し

に
然
る
に
今
一
一
一
幣
愈
々
燥
感
金
設
な
ら
み
y
銀

白

か

ら

宗

務

錦

の

銭

織

を

用

ゆ

若

痛

く

榔

て

物
u

僚

名

義

雑

考

五日一一一
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物

侵

名

義
i

雑
考

島
。
。

ば
砕
く
物
償
歳
々
に
増
す

一
口
近
年
銭
は
織
と
な
l

り
銀
は
紗
と
な
る
絞
物
俳
騰
閉
山
す
る
者
云
々

倒
j
i
-
-
:
:
・
:
宮
家
兼
併
せ
歩
.
貧
民
本
業
に
締
し
遊
手
動

υ
る
.
所
あ

b
鈴
夫
よ

b
良
民
に
波
川
宿

し
て
倣
事
に
勤
り
る
所
あ
ら
ば
本
一
業
他
業
を
交
北
と
ら
ず

ww
僻
南
下
ゐ

b
と
活
組
定
準

五
一
一
間

の
有
る
べ

を
あ
ら
ん

日
明
今
の
貧

ι
一
年
は
本
業
に
走

b
一
年
は
係
業
に
粒
く
故
じ
物
倖
敵
勤
し
て
ゆ
比
ら
安

0

0

0

 

以
今
奴
一
翌
尚
一
物
倒
の
貴
賎
事
微
な
ら
と
い
へ
ど
も
関
係
小
に
あ
ら
・
一
戸
、

ル
山
予
此
書
成
て
後
桂
一
秋
擦
の
関
誌
を
得
て
鎚
ひ
に
足
利
の
比
の
伽
制
的
関
を
載
せ
大

b

(
右
辺
筋
中
に
散
見
す
る
所
、
此
他
に
電

W
僻
の
…
諸
舟
ゐ
あ
る
や
も
計
ら
れ
な
れ
ど
も

先
は
右
右
衛
問
川
に
議
き
た
F

9

?
に
信
ホ
/
)

0

0

3

0

、0
0

0

0

0

0

0

0

0

共
他
機
械
附
随
一
年
経
絡
総
論
、
総
瀦
姥
政
談
の
類
を
制
限

b
に
紘
一
世
}
見
、
花
れ
ど
も
、
W
僚
の
務
先
皆
ら

タ。

な

を

可
い
よ
口
事
類
十
倒
産
業
の
部
容
八
に
は

W
伊
の
日
あ
ん
/
て

議
経
鋭
(
物
俊
之
貴
前
代
未
日
付
日
有
も
や
れ
只
配
仰
例
(
大
凡
物
償
交
化
交
政
中
に
比
す
れ
ば
嘉
永
安
政

3
3
3調
書
審
議
事

j
3
2
3
3
2
3
j

マ長!?::

3 
5 

O

コ
0
・

0

に
は
…
傍
と
な
λ
ツ
)
来
湖
随
筆
(
江
戸
物
僚
の
継
を
制
せ
ん
と
せ
ば
大
波
に
あ
f

り
)
齢
仲
郎
町
一
W
仲

。調(
物
債
引
下
方
之
儀
一
五
々
)
等
よ
よ
ツ
摘
鍬
し
あ

ιリ。

有
は
僅
か
に
手
に
俗
ぜ
て
拾
へ
る
唱
の
に
過
ぎ
合
れ
ど
も
、
共
れ
丈
け
に
就
て
考
を
下
し
凡

る
に
、
多
数
は
山
崎
殺
の
如
く
吋
諸
色
の
庇
段
」
の
滋
を
以
て
物
債
な
る
諮
を
用
ゐ
る
も
の
、
如
く

な

b 

然
れ
ど
も
亦
北
践
に
「
物
の
直
段
b-
即
も

JkgRgyc目
的
の
意

k
寄
す
る
に
池
ぎ
念
る
場
合

。。白石
は
英
雄
議
中
所
々
に
『
荷
物
の
償
、
当
諸
物
の
俄
』
と
一
五
び
、
時
に
は
口
吻
の

... 
B 

-

v

J

/

A

『

1

・'
A
m
h
o
，』

f
o

も
乏
れ
茶
之
、
が
ふ
刈

L

侠
h

と
云
ヘ
lυ

。
物
僚
な
る
一
誌
は
寓
物
叉
は
諸
物
の
僚
の
略
な
る
場
合
多
け
れ
ど
も
、
叉
食
物
の
俄

o
o
-
O
 

者
去
の
経
被
銭
(
綬
椀
雑
誌
社
本
二
百
八
頁
)
に
は
『
諸
色
の
貨
物
の
償
b

の
時
な
る
場
A
W

も
あ
1

り。

な
る
一
旬
あ
1

り。

守
口
れ
ば
維
新
前
の
皐
者
の

(
百
九
十
三
賀
)
に
は
『
諸
貨
の
償
』
な
る
句
も
あ

b
o

m訟
は
山
崎
設
仁
取

b
て
大
に
有
力
な
る
も
の

E
す
可
を
か
。

兎
仁
角
一
般
に
は
『
諸
色
直
段
h

n 

と
一
五
ふ
を
常
と
し
党
る
も
の
也
、
如
し
。

0

0

0

 

仰
て
一
見
に
一
段
湖

ιリ
て
令
議
仰
併
を
見
る
に
、
職
員
令
内
臓
寮
の
所
に
償
長
ニ
人
と
あ
る
下
じ

0

0

0

0

0

0

6

、
e

，

O

O

単
一
や
物
償
市
易
と
あ
f

り
て
、
尚
一
稲
山
一
一
口
許
償
直
而
市
民
品
(
此
総
別
論
じ
於
て
再
ぴ
・
考
を
議
余
)
と
抗

0

0

0

0

 

仰
て
誠
み
に
其
仮
営
知
ち
ん
と
て
肱
律
疏
議
を
議
ぬ
る
仁
容
一
一
十
六
雑
律
の
僚
に
(
本

物
抑
留
名
義
・
雑
箸
ー

五
日
五

一せ

ら;
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-
物
一
償
、
名
義
雑
考

t

四
邦
官
級
私
成
本
二
十
二
葉
表
)

D

O

 

諸

市

司

評

物

債

不

卒

者

計

所

貴

賎

坐

麟

論

云

々

。。疏
議
日
調
会
私
市
易
若
官
司
選
評
ザ
ダ
戒
賛
成
時
摘
A

付
債
不
平
計
所
加
減
之
償
坐
峨
論

J

一J…1・
ず
に
住
，
吋
ペ
叫
ら
に

r
w
r
T汗
に

v
r
w
r
f
(私
蛾
-
嘉
-
使
い
似
合
一
関
本
に
掠
る
一
容

一
二
銭
市
考
と
容
一
立
中
市
総
考
:
仁
川
脱
て
物
一
債
な
る
請
を
求
ひ
る
に
左
の
如
?
の

Afo

ト
往
時
緒
幣
多
故
物
航
闘
賞
今
叉
ム
位
以
鍛
銭
不
愈
貴
乎

ん
い
慶
一
万
中
詔
以
レ
七
百
七
十
銭
安
椿
幣

。。

行
物
償
譲
騰
、
必
例
措
盆
賎
尖

一一一四五よ(土)(十)(九)(八)(七)(六)
b 
十

迄
は
鍛
幣

の
依

に

あ
る

るも
唱の
のに
に し
し-て
てL皆
物 貨

償幣
下の.

務婚

の量:
事 若

弘ば
之惑

を錦
見，の
な匁
る め
は に
役務

p

・p・-ゐ
l
p。

日
〉
吋
A
M
M
ω

'ag--'l
、毛、
.asd

t

〆、
ylu・‘造

過
量

¥
J
1
1
h品
川
ふ
一
-

!

シj
t
j
F
 

司脚

. 

五
日
大

ヱ写

々訟
に
て
は
複
数
の
一

u

諸
色
直
段
h

と
一
五
ふ
意
に
あ
ら
、
ポ
/
し

て

車

に

物

の

償

却

ち

ヨ

8
3口

の
意
に
周
ゐ
ら
れ
た
る
唱
の
な
る
可
し
。

…
道
及
資
似
治
め
向
岡
忠
緒
勝
作
銀
閥
日
例
之
銀
附

按
来
史
館
γ
b
m

之
世
合
子
慈
一
滞

wm同
滋
接
不
勝
其
苔
朝
廷
無
如
之
何

宛

然

一

買

宇

品

銀

闘

行

wm国
頓
…
悌
尖

銭
霊
紗
戦
相
会
賑
絶

W
加
問
騰
湧

@ 

書

2 
事

g 
リ‘

羽 7

l 
冨 g

。。。

市
物
債
騰
惚
米
一
金
石
寓
銭
馬
登
山
百
金

所
在
織
銭
滋
如
郎
山
駅
ω閣
総
資

法
統
麗
日
勿
物
船
騰
耀

。。

以
平
凡
錦
貨
物
使
掬
騰
椛
償
損
折

。。

令
民
間
通
用
行
之
未
久
物
償
問
鵬
、
説
室
沿
十
倍

0

0

 

況
霊
以
物
倒
&
矧
限
腕
北
日
何
但
.
数
倍
乎

物
の
俄
の
騰
貴
し
セ
る
乙
と
を
云
ヘ

後
放
に
解
ず
る
も
の
t

乙
一
五
ぴ
て
不
可
な
か

述
べ
た
る
と
を
、
中
島
信
虎
君
は

r
rの
T
W
僚
に
も
其
語
あ

b
必
ホ
ノ
参
考
す
可
し
と
性
意
を

胤
ハ
ヘ
ら
れ
北
る
に
付
、
き
、
家
に
蹄

b
燈
下
勿
々
私
誠
の
高
暦
五
年
版
の
わ
め
和
品
作
を
闘
し
た
る

に
似
慰
問
よ
ツ
『
花
る
認
を
"
も
見
出
す
能
川
μ
ホf
し
て
巳
め
ら
。
猶
再
考
を
霊
ぬ
可
し
。

0

0

 

然
ふ
に
諮
考
と
同

b
題
目
を
取
扱
ふ
舵
ん
即
日
第
二
十
回
程
安
知
的
ω
第
四
の
下
を
遊
説
す
る
に
、

物
倒
同
名
批
判
維
考
¥

意
す
可
を

13 

乙
と
、
bmω

ふ。

0

0

 

削
弘
通
考
の
右
の
僚
の
用
訟
は
山
崎
設
の
如
く
物
俄
を
諸
物
償
と

る
可
し
。

予
が
以
上
の
考
を
総
務
感
研
究
舎
に
て

混
同
七
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五
日
百
八

前

後

の

字

句

布

迩

考

に

就

て

泉

げ

た

る

之

殆

ん

ど

同

b
を
彪
ぶ
て
号
炉
駒
山
な
る
認
を
用
ゐ
あ

物

侵

名

義

雑

考

ら
か
~
る
を
見
出
し
れ
札
よ
り
。

。。滋
考

例
へ
ば

0

0

0

0

0

 

市
物
使
脈
問
峨
米
宝
石
高
特
別
馬
一
会
阪
百
金

0

0

0

3

0

 

以
穂
市
物
痛
総
雌
米
宝
石
市
銭
庄
内
心
匹
百
金

撲。
三担:0(

明
脱
出
版
評
林
本
に
掠
る
)

の

如

く

に

し

て、マ
γ
が

一
見
し
大
る
所
に

て

は

波

書

の

食

貨

志

上

下

と

宅

物

俄

な

る

認

を

載

す

る
乙
と
な
き
が
如
し
。

真

ら

に

再

ぴ

M
1
九

遜

の

藤

本

な

る

社

佑

の

W
池
山
川
ハ
に
就
て

wmほ
な
る
認
を
尋
ね
ん
と
思
び
、

容
レ
引
食
貸
八
の
錠
併
の
依
を
滋
読
し
大
る
に
貌
洛
を
載
せ
セ
る
銭
幣
ト
上
の
尽
に
は
衡
者
伎
物

-
t
d
E
E
E
J
 

寸一ノ

~
高
}
下
(
私
成
嘉
…

m
版
第
二
本
一
銭
一
幣
上
第
一
葉
一
袋
、
第
一
一
一
葉
裏

z
w
a少
而
貸
(
六
禁
裏
)
、
殺
資
や

。。

物
皆
貴
(
十
一
業
表
)
百
物
皆
賊
(
同
上
〉
由
民
芯

ω民
総
而

W
貴
(
十
一
一
実
裏
)
等
と
あ
よ
り
て

J51
仰向。
w

の
。
ョ

3
3
5
(商
品

λ

貨
物
)
営
汎
栴
す
れ
ど
弘

W
V
な

る

諒

一

信

見

蛍
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